
RGB CMYK

ACRYPRO はPNG入稿ですのでRGBデータを取り扱うことになります。印刷する際はCMYKに
変換され少しくすんだ色味になりますのでご注意ください。
（※下記の画像は実際の色とは再現度は異なります。モニター上で分かりやすく表現しています）

色味について

◾カットラインにデザインが接触しないようにしてください

◾半透明データは下地の白色が濃く出やすいので原則、不透明度は 100％でデザインして下さい

◾カットライン外でもデザインは可能です

5mm 6mm

◾5mm 以下の小さなパーツは再現性が低く破損につながりますので作成しない事をおすすめします

カットラインの内側でいい部分

カットラインの外側に出す部分(ツメ)

◾ツメ
スタンドにしたい画像の最底辺のカットラインに合わせてツメ用アタッチメントを配置してください。
ツメ（下図斜線部）をカットラインの内側に配置してしまうと台座にささらなくなるので注意してください

◾キーホルダー穴用パーツ
キーホルダー穴用パーツは、カットラインに重なるように配置してください。(カットラインの内側に
配置しても大丈夫です）少しでもカットラインと接触していないと切り離されてしまうので、ギリギリ
配置しないように注意してください。

ポイント

入稿前チェックリスト

デザインとカットラインが接触していない

作成したいサイズのテンプレートを使用した

デザインはカットラインを含めガイド内（点線内）に作成した

ポイントの内容を理解し作成した

アタッチメントは専用パーツを配置した

「デザインはPNG」「カットラインはSVG」とレイヤーを分け保存した

デザインは不透明度100%で作成した

カットラインは「線のみ（クローズドパス）」「塗りなし」で作成した

・　赤枠が仕上がりサイズになります。
・　「デザイン」「カットライン」は点線内に原寸で作成してください。
　※デザインが赤枠に近いと断裁の際にデザインが切れてしまう可能性があるので必ず
　　点線より内側に作成してください
・　カットラインにデザインが接触しないようにしてください。
・　カットラインはクローズパス（線が途切れていない一筆書き状態）また、塗り
　「なし」で作成してください
　※カットラインに「塗り」がありますと、入稿時でのプレビューが確認しづらくなりますの
　　でご注意ください
・　カットラインの線は「2」で作成してください
・　「デザイン」と「カットライン」はレイヤーを分けて作成してください。
・　書き出し形式はPNG、SVGで保存してください。

制作するにあたってのルール

デザインデータ　 「PNG」 

カットラインデータ 「SVG」

保存形式

72ppi

保存形式

 
 

 
 

 

◾PNG、SVGのサイズがズレる場合下記を確認ください
・作成データのサイズがあっていない
・断ち落としを「0」にする
・保存の際に「アートボードごと」に作成にチェックを入れる

◾SVG
・「カットライン(SVG)」レイヤーのみ表示させてから
「ファイル ＞ 書き出し ＞ 書き出し形式」からSVGを保存
してください
・SVGを保存する際レスポンシブのチェックを外す
（チェックが入っているとサイズがズレることがあります）

※「別名で保存」からの保存も可能ですが、「カットライン(SVG)」レイヤー以外のレイヤーも保存してしまう
のと、容量が大きくなってしまうので「書き出し」からの保存をおすすめしています。
もし「別名で保存」する場合「カットライン(SVG)」以外のレイヤーを削除し保存してください

PNG,SVGを保存する際の注意点

Lサイズ  
2080×3336px 
(仕上がりサイズ 139×225mm)

Mサイズ  
1376×2244px 
(仕上がりサイズ 92×150mm)

Sサイズ  
913×1496px 
(仕上がりサイズ 61×100mm)

デザインサイズ一覧

ACRY PROレギュレーション


